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タイトル：黒子(くろこ)型 IPランドスケープの実際

皆さんは「IPランドスケープ的」な分析資料を、

実際に作成された事はありますか？

具体的にどのような手順だったか、思い出せますでしょうか？

「IPランドスケープ的」な分析には２通りの進め方があります。

・情報担当、コンサルタントが分析と戦略提案を行うタイプ

・経営層が戦略概要を立案し、情報担当がデータ収集・裏付けを行うタイプです。

前者は情報担当・コンサルが活躍するのに対し

後者での情報担当は「黒子（くろこ）」的存在です。

Webセミナーでは「黒子型」の IPランドスケープ作成について、

一部実例を交えてご紹介いたします。



セミナーのサマリ

PCIPで1月28日に開催した酒井先生のセミナーで使用しました資
料を公開いたします。

本資料は、酒井先生の知的財産関連の経験を基にしたIPランドス
ケープ的な資料分析・作成を、２種の依頼者タイプ（敏腕役員タ
イプ、天才研究者タイプ）を例にとり、ヒアリングから要件定義
までの手順を解説したものとなります。

皆さんも分析資料を作成の際は、本セミナーの手順を参考にして
いただければ幸いです。



「黒子型」ＩＰランドスケープ

ヒアリングと要件定義のポイント
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ＩＰランドスケープとは？　(Wikipediaから)

IPランドスケープとは、

・2017年4月に特許庁が公表した『知財人材スキル標準（version 2.0）』におい

て戦略レベルのスキルとして定義された用語である。

・日本国内においては様々な定義が存在し、主に

　「知財情報（主に特許情報）を経営戦略・事業戦略策定へ活用」と

　「知財を重視した経営」の

2つの意味合いのいずれかで用いられることが多い。

出所：Wikipedia「ＩＰランドスケープ」の項から抜粋。英語表記等、一部を縮約。



海外における「Patent Landscape」

出所　https://www.sciencedirect.com/science/article/abs/pii/S0172219016000193

論文　：　特許ランドスケープ分析と
IP競合情報を活用した競争優位性の確保

2015年10月に投稿
著者は米系石油大手・シェブロンのリサーチャー

https://www.sciencedirect.com/science/article/abs/pii/S0172219016000193


日本でのＩＰランドスケープ　知財部門主導の事例

出所　“IP Business Journal 2017/2018”. Lexis Nexis.
http://www.lexis-seminar.jp/wp-content/uploads/2017/10/%E3%80%90
WEB%E7%94%A8%E3%80%91IPBJ_2018.pdf

http://www.lexis-seminar.jp/wp-content/uploads/2017/10/%E3%80%90WEB%E7%94%A8%E3%80%91IPBJ_2018.pdf
http://www.lexis-seminar.jp/wp-content/uploads/2017/10/%E3%80%90WEB%E7%94%A8%E3%80%91IPBJ_2018.pdf


日本でのＩＰランドスケープ　知財部門主導の事例

また、最近では知財部からの積極的な情報等の発信業務を求められています。

事業の失敗を防ぐことを目的に、自社の製品やサービスが他社特許に抵触しないかど
うかを調べることを主眼にしていた活動から、自社の戦略や事業を成功に導くことを目
的とした知財重視の経営戦略、いわゆるIPランドスケープを作れるような知財部となる
よう取り組んでいます。

IPランドスケープという概念は決して新しいものではなく、当社でも以前から取り組んで
いることですし、大手企業と呼ばれるところはどこも既に着手しています。今後はこの
取組みをさらに加速していく考えです。

出所　“IP Business Journal 2017/2018”. Lexis Nexis.
http://www.lexis-seminar.jp/wp-content/uploads/2017/10/%E3%80%90WEB%E7%94%A8%E3%80%91IPBJ_2018.pdf

http://www.lexis-seminar.jp/wp-content/uploads/2017/10/%E3%80%90WEB%E7%94%A8%E3%80%91IPBJ_2018.pdf


２つの作成スタイル　－　誰が戦略を担う？

情報担当／コンサルタントが
情報収集・分析・戦略立案を担う

経営層が戦略を立案
情報担当が情報収集と分析を担う

本日はこちらの
「黒子業務」を中心にご紹介します



黒子になったきっかけ（酒井の場合）

開発企画部門で勤務（２年弱）
主な業務は

　「ゴーストライター」

・開発戦略、アイデアを聞く

・社内外の基礎資料収集

・集計グラフ等の作成

・経営会議向　 スライド作成

調査部門に出向後は、
知財本部のプレゼン用データ収集、
スライド作成の一部を担当



完成レポートのイメージ

スライド表示型 調査レポート型

ＩＰランドスケープ　≓　知財情報を経営戦略・事業戦略策定へ活用。
完成レポートの表現は多様。



現在の「黒子業務」 －　ヒアリングと要件定義

敏腕役員Ａさん 陽気な天才研究者Ｂさん

・お電話はいつも突然で

・事業領域・背景・目的

・想定する発表内容　・注目ポイント

・国と地域・注意点･･･を

　一挙にお話くださる

　　（電話、30分くらいかかる）

・いつも短納期＝平均１週間

（オーナー社長の決断が

　途方もなく早いのだとか…）

・最近の打合せはオンライン (zoom)

・企業研究者で、大学に出向中

・口癖「僕たち、もう仲間だから！」

・オーダー内容

　「カッコよくて

　　良い感じに

　　まとめられる？」

論点の整理　／　要件定義について　Ｂさんのケースを中心に考えます。　



要件定義とは

要件定義

クライアントの要望と、
その要望をどのように叶えるのかを
具体的（文章・表）に まとめたもの



Ｖ字モデルとは

画像出所｜https://hnavi.co.jp/knowledge/blog/system_v-model/
参考｜アジャイルかウォーターフォールか、どちらが品質を「保証」できるのか 　トヨタの自工程完結に学ぶソフトウェア開発
　　　　http://qiita.com/Koki_jp/items/23f8ca5ee99b5c076976

ソフトウェアの開発～テスト～リリースまでの一連の流れにおける、システム開発プロジェクトにおける
開発工程とテスト工程の対応関係を表した代表的なモデルのひとつ。



調査における要件定義とＶ字モデル、依頼者との合意形成

出所｜日本知財学会第14回年次学術研究発表会予稿集，2016年
「技術動向調査の上流工程における依頼者との合意形成」



ふわっとした 天才研究者との要件定義

　特許情報を使って、
「格好よくてそれっぽくて良い感じ」に
　まとめてほしい、と思ってる！

　でも、特許情報で何が言えるのか？は
　全然知識がありません。ごめんね…

　そういうわけで、特許情報を
　扱い慣れた立場から「良い感じ」を
　提案してもらいたいんだ。

（概ね実話です）



「調べるサイクル」から考える　－　知識ギャップを認識
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天才研究者にヒアリングをしてみた！

・本来の所属（出向元企業）

・大学に派遣された際の「ミッション」

・現在の研究内容（技術内容）

・今後こんな風に研究を実用化したい！（← 本来、企業の方なので）

・実用化にあたり、障害／懸念材料だと思っていること

・国内／海外のライバル　･･･など



天才研究者の「頭の中」を整理

・比較的新しい素材を扱っている

・その素材は、今の大学に世界的研究者がいる

・寄付講座は実用化研究のため。（素材 → 加工技術 → 製品化）

・加工技術自体は、古くから知られていそうだ。

・同じような素材もある。新素材あと「性能アップ」

　　　　（イメージは　絹　→　ナイロン）

・要するに「扱う素材が新しいだけで、

　加工・製品化は枯れた技術なのでは…？」



問題解決と情報収集　－　どんな情報を収集するか

本質的な
問題の発見

現象・事象　と　問題　の違いを認識
現象「素材Ａの実用化に苦労している」

VS
問題「素材Ａはそもそも量産困難」「特許でがんじがらめ」

解決策の策定 客観的特許情報（＋ビジネス情報）に基づく分析・判断

実行

仮説に基づく解決策
やれそうなこと・やりやすそうなこと

VS
真にインパクトがあるか？実行可能性はどうか？

出所：書籍「情報調査力のプロフェッショナル」 9頁の原図より一部改変



論点の整理とイメージ合わせ　（要件定義の準備段階）

依頼人の話 特許情報で  できうること

■過去
加工技術ならば
古くから類似技術があるのでは？

・既存技術の整理（加工技術）
　　・出願人、出願時期
　　・重要特許とその技術的ポイント
　　・加工対象素材は限定しない

■現在
国内外にライバルの存在
現在の研究内容は特許取得可能？

・近年の企業別動向
　　・ビジネス情報  ／ 研究開発方針
　　・出願動向
　　・注力している技術内容の分析

■今後の理想像
技術の実用化。
自社だけで独占するのではなく
世界中に普及させたい！

・要注目特許の洗い出し
　　・当該技術

■その他　注意事項
出向元企業にも本調査の報告必要

・想定される競合他社も含めた
　ベンチマーク作成



依頼者とイメージ合わせ　（研究者Ｂさんのケース）

・作成スライドのラフスケッチ準備
　　・手書きでサッと書く
　　　（作成に時間をかけない）
　　・論点×必要な情報 →完成スライド

・「ラフスケッチでイメージ合って
　　いますか？」と問いかけ
　　・予備知識がない依頼者でも
　　　完成図を見るとイメージがわく。
　　・知りたいことも出てくる



ちなみに・・・（Ａさんの場合）

敏腕役員Ａさん

・お電話はいつも突然で

・事業領域・背景・

　目的・想定内容・

　注目ポイント・

　国、地域・注意点･･･

　を一挙に話す

・いつも短納期＝平均１週間

Ａさんからのお電話は
常に「論点整理」が完璧。
次頁の「要件定義」相当の情報も
かなりの部分、指示を下さいます

そのため最短１週間程度でも
何とか会議スライドを作れています！
また、ラフスケッチ作成はしていません。



要件定義工程

要件定義ができれば　 ＩＰランドスケープ資料は８割完成したようなもの



ー　Ｑ＆Ａ　ー



連絡先

お気軽にご連絡ください

info@1smartworks.com


